
大ホールでは、『～郷土の童謡詩人～

「青柳花明」の足跡』と銘を打って、

講演会・紙芝居・ウクレレ演奏を行い

ます。 

青柳花明氏は、昭和初期に活躍した群

馬の童謡詩人です。 

月田の東寿寺で住職を務めるかたわ

ら、子どもたちへの教育活動や創作活

動を熱心に行っていました。 

また、童謡「赤い靴」や「シャボン

玉」などの作詞で知られる野口雨情氏

とも交流がありました。 

地元ゆかりの偉人について学ぶ、良い

機会です。ご家族のみなさん、お誘い

合わせのうえお出かけください。 

●時 間 ９時30分～ 

●会 場 粕川公民館２階大ホール 

 

※粕川小体育館の展示会場では、リサ

イクル本の無料配布を行います。そち

らも、ぜひお越しください。 

■編集発行／粕川公民館 前橋市粕川町西田面194-4 TEL 027-285-3311 FAX 027-230-6063 

            ホームページ http://www.city.maebashi.gunma.jp/ → 公民館 → 粕川公民館 

 

 ※天候によっては内容が一部変更になります。 

各自治会から選抜された選手が、粕川

公民館をスタートしゴールの粕川小学

校校庭を目指します。全９区間１８．

５キロのコースをタスキで繋ぎます。 

また、大会コース沿道付近の皆様には

ご通行に際して、ご理解ご協力のほど

よろしくお願いいたします。 

区 区    間 ㎞ 

第１  １.１ 

第２ 前 橋 市 隣 保 館  → 田 面 公 民 館 前  １.２ 

第３ 田 面 公 民 館 前  → 月 田 近 戸 神 社 前  ２.２ 

第４ 月 田 近 戸 神 社 前  → 室沢集落センター ２.４ 

第５ 室沢集落センター → 月 田 公 民 館 前  ３.０ 

第６ 月 田 公 民 館 前  → 稲 里 十 字 路 東  １.３ 

第７ 稲 里 十 字 路 東  → 込 皆 戸 集 会 所 前  ２.８ 

第８ 込 皆 戸 集 会 所 前  → 深津鈴木栄一様宅前 １.９ 

第９ 深津鈴木栄一様宅前 → 粕 川 小 学 校 校 庭  ２.６ 

 粕川地区 の人口と 世帯   

 人 口 １０，７３３人 

 男   ５，４００人  

 女   ５，３３３人 

 世帯数  ４，２０６世帯 

 （ 令 和 元 年 ９ 月 末 現 在 ） 

 

 

歌
と
踊
り
の
好

き
な
人
た
ち
が

集
ま
り
、
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
、
秋
の
一
日

を
歌
と
踊
り
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

日
時
＝
令
和
元
年

10

月

27

日

（日
）午
前
10
時
開
演 

場
所
＝
粕
川
公
民
館
大
ホ
ー
ル

（入
場
無
料
） 

地
元
産
の
材
料
を
使
っ
た
、
手
作
り

み
そ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
＝
令
和
２
年
１
月
16
日
～
２

月
11
日
の
間
で
３
日
間
（申
し
込
み

後
日
程
調
整
） 

場
所
＝
前
橋
市
粕
川
農
産
物
加
工

施
設
（粕
川
町
月
田
） 

対
象
＝
市
内
在
住
の
方
①
30
キ
ロ

先
着
100
名
②
60
キ
ロ
先
着
50
名 

費
用
＝
①
８
，
０
０
０
円
②
１
６
，
０

０
０
円
（材
料
持
参
の
方
は
、
材
料

分
安
く
な
り
ま
す
。
） 

申
込
先
＝
11
月
15
日
ま
で
に
㈱

ミ
ツ
ミ
フ
ァ
ー
ム
担
当
田
村
へ 

☎
０
２
７-

２
３
０-

６
７
０
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７-

２
８
５-

５
２
２
２ 

 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/


10

月

６
日
（日
）
、
粕

川
中
学
校
の
校
庭
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
熱
戦

を
制
し
た
の
は
、
女
渕

地
区
で
し
た
。
今
回
の

９
月

22

日
（日
）、
地
域

づ
く
り
協
議
会
で
行
っ
て

い
る
第
３
回
粕
川
河
川
除

草
作
業
終
了
後
、
炊
き

出
し
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
炊
き
出
し
訓
練
で

は
、
粕
川
中
学
校
の
生
徒

さ
ん
13
名
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
・

豚
汁
・
あ
ん
ず
ジ
ャ
ム
の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
の
調
理
を
地

域
の
方
と
協
力
し
て
行
っ

団体戦 地区名 得 点 

優 勝 女渕 ３９ 

準優勝 深津 ３３ 

第3位 新屋 ３２ 

Ｔ
シ
ャ
ツ
ヤ
ー
ン
（Ｔ
シ
ャ

ツ
生
地
の
編
み
糸
）を

使
っ
た
編
み
物
教
室
開

催
し
ま
す
。
編
み
糸
が

太
い
の
で
、
ザ
ク
ザ
ク
編

め
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

完
成
し
ま
す
。 

※m
im

im
o

＝
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
編
み
糸 

大
会
が
無
事
に
開
催
、

終
了
で
き
た
の
も
各
実

行
委
員
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
す
。
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。 

て
も
ら
い
ま
し
た
。
中
学

生
か
ら
は
、
「地
域
の
人

が
優
し
か
っ
た
。
」、
「分
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ

た
。
」、
「今

度
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
お
に
ぎ
り
を

作
っ
て
み
た
い
。
」と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。  

 

健
康
運
動
指
導
士
、
保

健
推
進
員
と
一
緒
に
、
粕

川
沿
い
遊
歩
道
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
＝
令
和
元
年
11
月

12
日
（
火
） 

時
間
＝
午
後
１
時
30
分

～
３
時
ま
で
（受
付
：午

後
１
時
よ
り
） 

場
所
＝
粕
川
公
民
館
２

階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

講
師
＝
健
康
運
動
指
導

士 

桑
原
順
一
先
生 

内
容
＝
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
後
、
粕
川
沿
い

遊
歩
道
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
す
。 

服

装

＝

動

き
や

す

い

ジ
ャ
ー
ジ
や
運
動
靴 

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
帽
子 

◎
予
約
不
要
で
す
。
当
日

公
民
館
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

［粕
川
地
区
保
健
推
進
員

会
、
粕
川
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
］ 

問
合
せ
先
＝
粕
川
公
民

館
☎
２
８
５-

３
３
１
１ 

寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
温
か

い
湯
船
に
浸
か
っ
て
一
日
の

疲
れ
を
癒
す
。
湯
に
浸
か
っ

て
入
浴
す
る
方
法
は
、
日
本

人
の
伝
統
的
な
文
化
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
人
口
の
高

齢
化
が
進
み
、
入
浴
事
故
は

圧
倒
的
に
高
齢
者
に
多
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

安
全
で
快
適
な
入
浴
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

日
時
＝

11

月

29

日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

場
所
＝
粕
川
公
民
館
２
階
多

目
的
ホ
ー
ル 

講
師
＝
県
民
健
康
科
学
大
学 

申
込
み
＝
粕
川
公
民
館
ま
で

直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
☎
２
８
５-

３
３
１
１ 

日
時
＝
①
12
月
11
日 

②

12
月

18

日
い
ず
れ

も
水
曜
日 

午
前
10
時
～
正
午 

場
所
＝
粕
川
公
民
館 

第
二
会
議
室 

材
料
費
＝
①
１
，
５
０
０

円
（
バ
ッ
グ
） 

、
②
１
，
０

０
０
円
（円
座
）材
料
費

は
当
日
集
め
ま
す
。 

申
込
み
＝
粕
川
公
民
館

ま
で
直
接
お
越
し
い
た

だ
く
か
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
２
８
５-

３
３
１
１ 



代
議
士

【
金
子
与
重
郎
】
⑥ 

 

昭
和
24
年
１
月
粕
川
村
の
重
鎮
、

月
田
の
登
山
嘉
蔵
氏
が
発
起
人
と
な

り
、
今
度
農
民
代
表
の
国
会
議
員
を

勢
多
か
ら
出
し
た
い
が
、
誰
か
い
な
い

か
と
勢
多
郡
内
の
有
力
者
に
呼
び
か

け
話
し
合
っ
た
結
果
、
金
子
与
重
郎

氏
が
適
任
者
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
代
表
者
が
本
人
に
打
診

し
て
み
る
と
、
「
俺
は
農
村
の
指
導
者

で
満
足
だ
。
」と
言
っ
て
な
か
な
か
神

輿
を
上
げ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
再
度
打
診
し
て
み
る
と
、

「政
治
家
は
人
を
騙
か
し
た
り
、
嘘
を

平
気
で
言
う
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
が
、
し
か
し
、
こ
う
い
う
人
が
多

い
。
俺
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
」 

「そ
ん
な
こ
と
は
、
出
て
み
て
か
ら
だ

よ
。
現
在
の
農
業
団
体
や
勢
多
農
林

出
を
結
集
す
れ
ば
必
ず
当
選
で
き

る
。
」と
説
得
。
熟
慮
に
熟
慮
の
結

果
、
本
人
か
ら
力
強
く
「
任
せ
る
。
」

と
返
事
が
も
ら
え
た
。 

 

早
速
、
勢
農
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
表

面
は
農
業
問
題
の
研
究
会
と
し
た

が
、
実
際
は
金
子
与
重
郎
後
援
会
で

あ
っ
た
。
創
立
総
会
を
開
催
し
、
全

会
一
致
で
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
。 

 

そ
の
後
、
斉
藤
順
衛
氏
（当
時
の
県

信
連
会
長
）が
中
心
と
な
っ
て
、
勢
多

児童生徒、一般より作品を募集したところ、たく

さんの応募があり、その中から標語６点、絵画６

点が粕川地区の代表に選ばれました。 

また、絵画の部では、山田ここみさんが「子ども

会育成団体連絡協議会長賞」を受賞されました。 

絵画の部 小・中学生（敬称略） 

標語の部 小・中学生（敬称略） 

粕川小４年 星野紗花 

粕川小６年 増渕加奈子 

粕川中３年 梅澤 遥 

月田小３年 大さわ一花 

粕川小１年 山田ここみ 

粕川小３年 増渕 陽斗 

みていてね ぼくのわたしの こころのめ 

           月田小１年 登山 侑  

え顔のわ 次はわたしが つなぐ番 

           粕川小４年 山田 梓  

助けあう 仲間がいれば大丈夫 一人ふえると 

勇気もふえる     粕川小５年 齊藤 玲 

あいさつは 笑顔になれる 愛言葉 

         粕川中１年 峯岸 歩海 

ありがとう 伝える感謝で みんな笑顔 

         粕川中１年 筑井 奏和 

つながりは ネットじゃなくて 地域から 

         粕川中３年 下田 琉翔 

郡
の
有
志
の
推
薦
会
を
桂
萱
農
協
で

開
催
し
、
各
町
村
の
代
表
者
の
推
薦
を

い
た
だ
き
、
立
候
補
す
る
こ
と
を
正
式

に
決
定
し
た
。 

 

地
元
粕
川
村
で
は
、
女
渕
の
千
手
院

の
お
寺
で
金
子
与
重
郎
後
援
会
が
結

成
さ
れ
た
。
選
挙
体
制
が
で
き
た
の

で
、
前
橋
市
横
山
町
に
選
挙
事
務
所

を
開
き
、
勢
多
の
元
老
須
賀
政
助
氏

（元
県
会
議
員
）が
事
務
長
に
な
り
、

本
格
的
に
選
挙
運
動
を
開
始
し
た
。 

 

あ
る
農
政
連
支
部
で
は
、
農
民
代
表

金
子
候
補
を
支
持
す
る
こ
と
を
決
議

す
る
と
と
も
に
『真
の
農
民
代
表
の
た

め
に
金
を
使
わ
せ
る
な
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
盟
友
に
ピ
ー
ス
１
個
運
動
を
展

開
し
、
金
子
候
補
の
選
挙
資
金
１
人

50
円
を
カ
ン
パ
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
、
名
実
と
も
に
偽
り
の
な
い
公
明
選

挙
運
動
を
展
開
し
た
。 

 

地
元
で
も
こ
う
し
た
各
地
区
の
熱
烈

な
運
動
に
呼
応
し
て
、
各
種
団
体
等
、

村
民
一
丸
と
な
っ
て
選
挙
運
動
を
開

始
し
た
。
村
の
青
年
た
ち
は
、
自
転
車

に
候
補
者
の
幟
旗

の
ぼ
り
ば
た

を
立
て
運
動
に
奔

走
し
た
。 

（氏名は、応募用紙に記載されたままを掲載しています。） 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
の
激
し
い
選
挙

戦
が
展
開
さ
れ
て
、
昭
和
24
年
１

月
23
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
開
票

の
結
果
、
石
井
繁
丸
氏
３
４
，
５
３

１
票
１
位
当
選
。
藤
枝
線
介
氏
３

１
，
７
９
０
票
２
位
当
選
。
金
子

与
重
郎
氏
３
０
，
６
３
６
票
３
位

当
選
。
生
形
大
吉
氏
２
７
，
５
５

１
票
次
点
と
な
り
、
金
子
候
補
は

当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

た
。 

 

粕
川
村
始
ま
っ
て
以
来
の
代
議

士
誕
生
で
あ
る
。
赤
城
南
麓
の
農

村
か
ら
国
会
議
事
堂
の
赤
い

絨
毯

じ
ゅ
う
た
ん

を
踏
み
し
め
、
堂
々
と
国
に
対
し

て
意
見
・
具
申
・
要
望
の
で
き
る

道
が
拓
け
た
記
念
す
べ
き
時
で

あ
っ
た
。 

 

無
所
属
の
当
選
で
あ
っ
た
が
、

国
会
で
は
社
会
保
障
政
策
や
肥
料

問
題
、
農
協
共
済
事
業
等
に
活
躍

し
た
の
で
、
選
挙
民
の
信
頼
と
人

気
が
上
昇
し
た
。 

 

あ
る
時
、
先
輩
が
「
議
員
の
主

だ
っ
た
者
に
月
一
度
で
も
良
い
か

ら
飯
で
も
食
わ
せ
て
み
ろ
。
も
っ

と

大

物

に

な

れ

る

と

思

う

が

な
ぁ
。
」
と
言
う
と
「
俺
は
そ
ん

な
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
味
も

素
っ
気
も
な
く
語
り
、
「
俺
は
代

議
士
で
飯
を
食
う
つ
も
り
は
な

い
。
俺
が
今
日
あ
る
の
は
、
百
姓

の
お
か
げ
だ
。
だ
か
ら
、
百
姓
の

た
め
に
一
生
涯
尽
く
し
て
や
る
の

が
、
俺
の
政
治
家
と
し
て
の
務
め

だ
。
」
と
し
み
じ
み
と
語
っ
た
。

周
り
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
も
感

激
し
、
尊
敬
の
念
を
新
た
に
し

た
。 

 
 

次
号
に
続
く
宮
崎
記 

●粕川地区駅伝競走大会 
 11月17日（日） 粕川公民館～粕川小学校 

●バレーボール大会 
 11月24日（日） 粕川小・粕川中体育館 



◆ 問合せ先 

 前橋市立図書館 ☎027（224）4311 

 粕川分館    ☎027（285）3312 

◆ 開館時間  

＜ 平    日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時 

＜ 土・日・祝日 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

郵便局 
粕川支所 

粕川小 

元群馬銀行 

大
胡
地
区 

桐
生
市 

粕
川 

粕川分館 
（粕川公民館内） 

日時：10月26日（土） 

  11月11日 （ 月 ） 

  11月30日 （ 土 ） 

・ ・ 

内 容：絵本の読み聞かせ、パネルシアタ－など、   

    手遊びうたを交えながらのおはなし会や簡   

    単な工作づくりもあり、一緒に楽しいひと 

    ときを過ごします。 

場 所：粕川分館 絵本コーナー 

粕川公民館子育て親子支援事業「子育てなかま

ミッキー」では、お子さんが広いお部屋でのびの

び自由遊びができるよう、お部屋を開放します。

予約の必要はなく、お部屋の出入りは自由です。 

日時 10月30日（水） 

午前１０時～正午 

粕川公民館  

第三会議室（和室） 

未就学児とその保護者 

男の子が学校から帰ってくるとテーブルの

上にりんごが…。「…でも、これはりんご

じゃないのかもしれない。」と疑問に思っ

た男の子の想像は、色んな方向へ向かっ

て、どんどん大きくなっていきます。 

「りんごかもしれない」 

 

ヨシタケシンスケ作 

◆ 休 館 日 ＜ 木曜日 ＞  

  １０月  ３．１０．１７．２４．３１ 

  １１月  ７．１４．２１．２８ 

場所 

対象 

10：30 ～ 

15：30～ 

10：30～ 

●人生は美しいことだけ憶

えていればいい 

佐藤愛子 著 

●伯爵のお気に入り 向田邦子 著 

●落花狼藉 朝井まかて 著 

●某 川上弘美 著 

●老父よ、帰れ 久坂部羊 著 

●虹にすわる 瀧羽麻子 著 

●罪と祈り 貫井徳郎 著 

●20ＣＯＮＴＡＣＴＳ 原田マハ 著 

●伊勢佐木町探偵ブルース 東川篤哉 著 

●落日 湊かなえ 著 

〇キョエちゃんの挑戦状！？チコちゃ

んのまちがいさがしBOOK 

NHK「チコちゃんに叱ら

れる！」制作班 監修  

〇おばけとしょかん 斉藤洋 作 

〇おしりたんてい ラッキーキャットは

だれのてに！ 

トロル さく・え 

〇十四歳日和 水野瑠見 著 

〇アッチとドッチのフルーツポンチ 角野栄子 さく 

〇飛ぶための百歩 ジュゼッペ・フェスタ 作 

〇アニマルバスとよるのもり あさのますみ ぶん 

〇あやしいぶたのたね 佐々木マキ 作 

〇おばけばたけのおふろやさん とよたかずひこ 作・絵 

〇ふみきりかんかんくん 斉藤洋 作 


